
各部門における主要施策の成果 
款１ 議会費  
項１ 議会費  
目１ 議会費  
 

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 

653,091,000円 632,438,547円  20,652,453円 

 
 〔一般職給〕 16人             120,631,963円 
 〔嘱託職給〕  1人              3,049,270円 
 

目的 適法かつ効率的な議会運営 
指標 議決件数 目標 １６０件 実績 

 
１９４件 

（15年度 162件） 
説明 市民生活と関わりの深い予算、決算の審議等について特別委員会を設置して活発な議論が

行われるなど、市民の負託を受けた議会としての意思反映に向けた取り組みがなされまし
た。その結果、本会議及び委員会の活動を通じ、議会からなされた提言・要望・指摘等を
踏まえ、四日市市市民自治基本条例（理念条例）を始めとする議員提出議案を含め、目標
を上回る議案が上程され、議決されました。 

 〔議員報酬等〕               407,801,998円 
 〔会議録作製事業費〕             8,148,960円 
 〔議員会議出席費用弁償〕           14,778,400円 
 

目的 議会の活性化 
指標 一般質問者数 目標 延べ６５名 実績 

 
延べ８３名 

(15年度 延べ71名) 
説明 議員の先進地調査、政策研修の成果が、一般質問や委員会審査に生かされ、目標を上回る

質問者が地方分権時代における議会が果たすべき役割をベースに活発な議論がなされ、議
会の活性化につながりました。 

 〔議員パソコンインターネット接続事業費〕   2,655,408円 
 〔委員会行政視察旅費〕            3,363,780円 
 〔海外行政視察経費〕             2,146,480円 
 〔政務調査費〕                26,969,033円 
 

目的 議会情報の市民への提供 
指標 提供媒体 目標 ８媒体 実績 

 
９媒体 

（15年度 8媒体） 
説明 市民により開かれた議会を目指し、一般質問のテレビ放映、市議会だよりの発行、ホーム

ページの充実を始め、情報媒体の多様化に取り組み、報道機関の協力を得て目標を上回る
９媒体となりました。また、全国初の市議会モニター制度を発足させ、議会情報の提供と
併せ、議員との意見交換会等を開催し、議会に対する意見・要望の収集に努め、議会運営
に活かすべく取り組みました。 

 〔広報紙等作製事業費〕            6,336,010円 
 〔本会議テレビ放映委託事業費〕        21,256,200円 
 〔ホームページ作成委託事業費〕          76,650円 
 
 



その他経費  

 〔全国市議会議長会等負担金〕         2,192,230円 
 〔議会諸交際費〕               1,456,400円 
 〔事務局管理経費〕              2,455,334円 （その他特財  179,815円) 
 〔臨時職員賃金〕               1,266,700円 
 
○ 本会議 
 

 会期日数 開議日数 議決件数 代表質問 一般質問 
5月臨時会 
6月定例会 
8月臨時会 
9月定例会 
12月定例会 
1月臨時会 
3月定例会 

2日 
20日 
1日 
33日 
22日 
1日 
38日 

2日 
6日 
1日 
6日 
6日 
1日 
9日 

6件 
9件 
5件 
32件 
64件 
2件 
76件 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

2日 8人 

－ 
4日16人 
－ 

4日18人 
4日15人 
－ 

5日26人 
計 117日 31日 194件 2日 8人 17日75人 

 
○ 常任委員会 
 

区 分 開議日数 協議会等日数 備  考 
総  務 
教育民生 
産業公営企業 
建  設 

17日 
18日 
15日 
13日 

10日 
13日 
14日 
10日 

本会議付託案件審査等 
〃 
〃 
〃 

 ※協議会等日数には管内視察・行政視察を含む。 
 
○ 議会運営委員会     開議日数 23日 

 
○ 特別委員会 
 予算特別委員会     開議日数 13日 
 決算調査特別委員会    開議日数  8日 
 自治基本条例調査特別委員会   開議日数 19日 
 公的病院機能調査特別委員会   開議日数  7日 
 四日市市土地開発公社健全化計画調査特別委員会 開議日数  8日 
 議会広報調査特別委員会    開議日数  4日 


